
　
　

〔
資
料
紹
介
・
翻
刻
〕

　
　
　（
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
）
木
村
豊
平
『
蒲
園
文
草
』

 

小
　
野
　
美
　
典
　
　

　

木
村
豊
平
の
文
集
『
蒲
園
文
草
』
を
翻
刻
す
る
。

　

本
書
は
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
所
蔵
の
写
本
で
、
管
見
に
入
る
限
り
で
は

他
に
所
蔵
先
を
見
な
い
孤
本
で
あ
る
。
ま
た
、
後
述
の
よ
う
に
自
筆
本
の
可
能

性
が
高
く
、
豊
平
研
究
に
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
資
料
で
も
あ
る
。

　

稿
者
は
、
周
防
国
岩
淵
村
出
身
の
幕
末
維
新
期
の
歌
人
・
国
学
者
近
藤
芳
樹

の
研
究
を
進
め
て
い
る
が
〔
注
１
〕、
そ
の
芳
樹
を
和
歌
山
の
本
居
大
平
や
大

阪
の
村
田
春
門
に
紹
介
し
、
入
門
の
仲
介
を
し
た
の
が
木
村
豊
平
で
あ
っ
た
。

豊
平
は
芳
樹
と
同
郷
（
現
在
の
山
口
県
防
府
市
）
の
出
身
で
、
芳
樹
の
兄
弟
子

に
あ
た
る
。
芳
樹
研
究
（
特
に
そ
の
若
年
期
の
閲
歴
研
究
）
に
は
木
村
豊
平
の

研
究
は
不
可
欠
で
あ
る
〔
注
２
〕。
こ
こ
に
、
本
書
を
翻
刻
す
る
第
一
の
意
義

が
あ
る
。

　

ま
た
豊
平
の
和
歌
や
語
学
研
究
・
医
学
書
は
単
独
で
見
て
も
高
い
水
準
に
あ

り
、
豊
平
は
近
世
後
期
の
文
化
人
と
し
て
も
重
要
な
人
物
と
言
え
る
。
豊
平
研

究
は
、
近
世
後
期
の
和
歌
・
国
学
・
医
学
の
研
究
に
益
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
で

あ
ろ
う
。
本
書
翻
刻
の
第
二
の
意
義
が
こ
こ
に
あ
る
。

　

豊
平
は
多
く
の
著
作
を
も
の
し
た
よ
う
だ
が
、
版
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も

の
以
外
は
散
逸
し
た
も
の
が
多
い
。
幸
い
山
口
県
立
山
口
図
書
館
に
は
、
豊
平

の
歌
集
『
鏡
乃
屋
歌
集
』
と
文
集
『
蒲
園
文
草
』
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
歌

文
集
を
詳
細
に
見
て
い
け
ば
、
豊
平
の
文
学
世
界
が
明
ら
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

し
、
ま
た
、
両
者
に
は
個
人
名
や
日
付
も
多
く
見
ら
れ
る
の
で
、
豊
平
の
閲
歴

や
交
友
関
係
を
知
る
手
掛
か
り
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。『
鏡
乃
屋
歌
集
』
は
既

に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
〔
注
３
〕
の
で
、『
蒲
園
文
草
』
を
今
回
こ
こ
に
翻
刻
し
、

豊
平
の
文
学
研
究
と
閲
歴
解
明
に
、
ま
た
近
藤
芳
樹
ほ
か
近
世
後
期
の
文
人
研

究
に
資
し
た
い
と
思
う
。

　

以
下
、
底
本
の
書
誌
と
内
容
、
木
村
豊
平
の
略
歴
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

〔
一
〕
書
誌

　
　

外
題
―
な
し
。

　
　

内
題
―
蒲
園
文
草

　
　

序
跋
―
な
し
。

　
　

寸
法
―
縦
二
二
・
六
糎
×
横
一
五
・
九
糎

　
　

用
紙
な
ど
― 

片
面
十
行
の
罫
線
を
刷
っ
た
楮
紙
系
の
用
紙
、
袋
綴
。
表
紙

は
浅
葱
色
で
型
押
し
の
雲
文
様
。

　
　

紙
数
―
二
十
丁
。
前
後
に
遊
紙
が
一
丁
ず
つ
あ
り
。
計
二
十
二
丁
。

　

本
書
は
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
所
蔵
（
整
理
番
号
「
Ｙ
九
一
一
・
一
Ａ
」）

の
写
本
で
、
木
村
豊
平
の
歌
集
『
鏡
乃
屋
歌
集
』
と
と
も
に
二
冊
で
一
帙
に
納
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め
ら
れ
て
い
る
。
同
帙
左
肩
に
『
鏡
乃
屋
歌
文
集　

木
村
豊
平
自
筆
稿
本
』
の

題
簽
が
あ
り
、『
鏡
乃
屋
歌
文
集
』
が
所
蔵
者
認
定
書
名
と
な
っ
て
い
る
（
よ
っ

て
『
蒲
園
文
草
』
の
名
で
は
本
書
は
検
索
で
き
な
い
）。
帙
の
内
側
に
は
次
の

よ
う
な
印
刷
物
〔
注
４
〕
が
糊
付
け
さ
れ
て
い
る
。
参
考
資
料
と
な
り
う
る
の

で
、
次
に
全
文
を
掲
げ
る
。

　
　

木
村
豊
平
歌
文
集　

豊
平
自
筆
稿
本　

帙
入　

大
二　

二
〇
、
〇
〇

　

 　

鏡
乃
屋
歌
文
集
一
巻
、
蒲
園
文
草
一
巻
、
何
れ
も
豊
平
の
自
筆
に
し
て
歌

集
に
は
大
平
云
、
春
門
云
、
等
の
如
く
主
と
し
て
師
大
平
の
評
語
を
鼇
頭
せ

り
。
大
平
の
評
語
は
大
平
の
自
筆
な
り
や
、
或
は
豊
平
が
こ
れ
を
写
せ
る
も

の
な
り
や
明
ら
か
な
ら
ざ
れ
ど
巻
末
に
「
右
天
保
二
年
卯
七
月
師
に
見
せ
お

く
り
た
る
を
加
筆
し
て
か
へ
さ
れ
た
る
な
り
」
と
記
せ
り
。
歌
集
四
十
丁
、

文
集
二
十
丁
、
二
冊
を
一
帙
に
収
む
。
但
し
豊
平
は
周
防
三
田
尻
の
人
に
て

本
居
大
平
の
門
に
国
学
を
修
め
た
る
人
、
著
書
と
し
て
医
事
啓
蒙
、
察
病
規

範
、黴
家
要
領
、薬
品
纂
要
、延
命
家
言
、痢
疾
要
領
、蒲
園
随
筆
其
他
あ
り
。

〔
二
〕
内
容

　
『
蒲
園
文
草
』
は
豊
平
の
文
集
で
あ
る
。
長
短
十
五
編
の
文
章
か
ら
な
り
、

概
ね
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
自
他
の
著
作
の
序
跋
や
人
の
依

頼
で
草
し
た
詞
、
或
い
は
消
息
文
・
随
想
な
ど
で
あ
る
。
文
中
に
は
個
人
名
や

日
付
も
見
ら
れ
、
豊
平
の
交
友
関
係
・
閲
歴
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
る
。
参
考

ま
で
に
、
十
五
編
に
仮
題
を
付
し
て
、
文
中
に
見
ら
れ
る
人
物
名
（
傍
線
）・

地
名
・
日
付
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
人
物
名
の
後
の
（　

）
は
本
文

中
に
明
示
さ
れ
た
当
人
の
居
住
地
を
示
す
。【
十
】
に
は
手
掛
か
り
は
な
い
。

【
一
】
漂
流
者
が
長
崎
に
寄
港
し
て
喜
ぶ
の
を
見
て
―
長
崎
、
大
は
と
、
瓊
浦
、

文
政
九
年
十
二
月
廿
四
日

【
二
】
中
沢
守
臣
の
歌
集
の
序
―
中
沢
守
臣
（
筑
前
国
）

【
三
】
元
野
木
𤭖
持
の
梅
垣
内
の
詞
―
元
野
木
𤭖
持
（
筑
前
国
黒
崎
）

【
四
】
山
下
蓬
輔
の
書
画
帖
の
序
―
山
下
蓬
輔
（
伊
予
国
松
山
）、
赤
間
関
、

文
政
十
年
四
月
八
日

【
五
】
末
松
真
風
の
水
穂
庵
の
詞
―
末
松
真
風
（
宮
市
）、
文
政
十
一
年
初
冬

【
六
】
伊
藤
よ
し
定
の
名
松
の
垣
内
の
詞
―
伊
藤
よ
し
定
（
萩
）

【
七
】
桑
原
正
倫
の
佐
迦
伎
の
屋
の
詞
―
桑
原
正
倫
〔
注
５
〕

【
八
】
長
谷
川
直
輔
の
松
の
す
み
か
の
詞
―
長
谷
川
直
輔
〔
注
６
〕

【
九
】
冷
泉
淳
風
の
曙
の
す
み
か
の
詞
―
冷
泉
淳
風
（
三
田
尻
、
萩
）、
文
政

十
一
年
冬

【
十
】
雪
の
夜
あ
ば
ら
屋
に
琴
を
弾
く
と
い
う
題
に
て
―
な
し

【
十
一
】
師
の
大
平
へ
の
返
書
―
本
居
大
平
（
紀
伊
国
）、
中
山
氏
、
高
橋
氏
、

石
金
氏
（
陸
奥
国
）、
文
政
十
一
年
六
月
廿
三
日

【
十
二
】
赤
間
関
で
神
鏡
を
掘
り
出
し
て
―
有
馬
直
定
（
赤
間
関
）、
長
門
国

赤
間
関
伊
崎
の
新
地
、
文
政
十
二
年
三
月
廿
五
日
、
同
五
月
廿
八
日

【
十
三
】
故
鈴
屋
大
人
の
御
霊
の
御
前
に
申
す
詞
―
紀
伊
国
、
文
政
十
二
年
九

月
廿
五
日

【
十
四
】
自
著
黴
家
要
領
の
跋
―
山
田
義
章
、
文
政
十
二
年
十
二
月
廿
八
日

【
十
五
】
花
の
山
口
の
跋
―
藤
垣
内
〔
本
居
大
平
〕、
田
中
延
香
、
中
村
広
定
、

紀
国
、
文
政
十
三
年
春

〔
三
〕
豊
平
自
筆
本
か

　

本
書
と
同
帙
に
納
ま
る
『
鏡
乃
屋
歌
集
』
を
翻
刻
し
た
御
薗
生
氏
は
、
そ
の

例
言
〔
注
３
〕
で
「
本
詠
草
は
豊
平
の
自
筆
本
で
、
後
に
鈴
木
高
鞆
の
手
に
帰

し
、
現
在
は
県
立
山
口
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。『
蒲
園
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文
草
』
も
『
鏡
乃
屋
歌
集
』
と
同
一
の
罫
紙
に
同
一
書
体
で
筆
記
さ
れ
て
お
り
、

御
薗
生
氏
の
認
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、『
蒲
園
文
草
』
も
豊
平
自
筆
本
と
考

え
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
鏡
乃
屋
歌
集
』
と
『
蒲
園
文
草
』

を
詳
細
に
検
討
し
た
小
川
五
郎
氏
も
「
豊
平
自
筆
の
歌
集
と
文
集
で
あ
る
」
と

述
べ
る
〔
注
７
〕。
更
に
は
、
帙
に
記
さ
れ
た
『
鏡
乃
屋
歌
文
集　

木
村
豊
平

自
筆
稿
本
』
と
い
う
書
名
、
並
び
に
帙
に
糊
付
さ
れ
た
解
説
書
（
前
掲
）
も
参

考
に
な
る
。
稿
者
は
筆
跡
の
鑑
定
を
軽
々
に
は
な
し
得
な
い
が
、
先
学
に
よ
っ

て
『
蒲
園
文
草
』
を
木
村
豊
平
自
筆
本
と
す
る
指
摘
が
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に
明

記
し
て
お
き
た
い
。

〔
四
〕
木
村
豊
平
に
つ
い
て

　

木
村
豊
平
の
著
作
の
翻
刻
は
、
前
掲
の
御
薗
生
氏
に
よ
る
『
鏡
乃
屋
歌
集
』

以
外
に
、
小
川
五
郎
氏
に
よ
る
『
木
村
豊
平
拾
遺
和
歌
集
』（
歌
集
名
は
小
川

氏
に
よ
る
仮
題
）〔
注
８
〕
が
あ
る
。

　

ま
た
、
豊
平
関
係
の
書
簡
類
の
紹
介
な
ら
び
に
豊
平
の
総
合
的
伝
記
研
究
と

し
て
は
、
小
川
氏
に
よ
る
一
連
の
考
察
〔
注
９
〕
が
詳
し
い
。
他
に
、
吉
田
祥

朔
氏
の
研
究
〔
注
10
〕
や
、
医
学
史
の
方
面
か
ら
の
田
中
助
一
氏
の
考
察
〔
注

11
〕
が
参
考
に
な
る
。
辞
典
類
で
立
項
す
る
も
の
も
多
い
が
、
そ
れ
ら
も
含
め

て
ほ
と
ん
ど
の
考
察
は
、『
鏡
乃
屋
歌
集
』『
蒲
園
文
草
』『
木
村
豊
平
拾
遺
和

歌
集
』と
版
本『
五
十
連
音
麻
曽
鏡
』並
び
に
書
簡
類
の
記
述
に
依
拠
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
木
村
豊
平
に
つ
い
て
、
右
の
研
究
を
も
と
に
簡
単
に
紹
介
し
て
お

く
。

　

木
村
豊
平
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
歌
人
・
国
学
者
・
医
師
で
あ

る
。
周
防
国
三
田
尻
村
（
現
在
の
山
口
県
防
府
市
）
に
生
ま
れ
（
生
年
未
詳
）、

通
称
を
陽
蔵
、
名
を
豊
平
・
真
檝
、
号
を
秋
亭
（
周
亭
）・
鏡
乃
屋
・
蒲
園
な

ど
と
言
っ
た
。
若
く
し
て
防
府
天
満
宮
の
社
官
鈴
木
直
道
に
和
歌
・
国
学
を
学

び
、
の
ち
和
歌
山
の
本
居
大
平
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
二
月
に
は
大
阪
の

村
田
春
門
、同
年
九
月
に
は
日
田
の
広
瀬
淡
窓
に
そ
れ
ぞ
れ
入
門
し
て
い
る（
た

だ
し
淡
窓
の
も
と
は
数
旬
で
辞
去
）。
そ
の
後
医
学
に
志
し
て
上
方
で
修
業
し
、

オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
シ
ー
ボ
ル
ト
に
学
ぶ
べ
く
長
崎
に
も
赴
い
た
。
後
年
は
医
学

に
精
進
す
る
一
方
で
和
歌
・
国
学
に
も
精
励
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
九
月

一
三
日
没
（
享
年
三
十
数
歳
、乃
至
は
四
十
歳
前
後
か
）。
版
本
に
語
学
書
『
五

十
連
音
麻
曽
鏡
』・
医
書
『
黴
家
要
領
』、写
本
に
『
鏡
乃
屋
歌
集
』『
蒲
園
文
草
』

『
木
村
豊
平
拾
遺
和
歌
集
』（
仮
題
）
な
ど
が
知
ら
れ
、
そ
の
他
散
逸
し
た
も
の

も
多
い
。

《
注
》

１　

近
藤
芳
樹
に
関
す
る
稿
者
の
論
考
は
以
下
を
参
照
。

 

小
野
美
典
ａ
「
毛
利
広
鎮
の
『
類
題
玉
函
集
』
に
つ
い
て
―
成
立
年
次
を

中
心
に
―
」〔『
語
文
』
一
三
三
輯
、
平
成
21
年
３
月
〕

 

小
野
美
典
ｂ
「
近
藤
芳
樹
の
編
集
し
た
類
題
和
歌
集
に
つ
い
て
―
『
類
題

阿
武
の
杣
板
』『
類
題
風
月
集
』『
類
題
和
歌
月
波
集
』
―
」〔『
語
文
』
一

三
五
輯
、
平
成
21
年
12
月
〕

 

小
野
美
典
ｃ
「
近
藤
芳
樹
の
類
題
和
歌
集
編
集
の
一
端
―
『
類
題
阿
武
の

杣
板
』
の
編
集
―
」〔『
桜
文
論
叢
』
七
八
巻
、
平
成
22
年
11
月
〕

 
小
野
美
典
ｄ
「
近
藤
芳
樹
編
『
類
題
阿
武
の
杣
板
』
に
つ
い
て
―
歌
人
の

考
察
を
通
し
て
見
え
る
も
の
―
」〔『
語
文
』
一
三
八
輯
、平
成
22
年
12
月
〕

 

小
野
美
典
ｅ
「
近
藤
芳
樹
『
た
の
む
の
か
り
』
の
成
立
―
写
本
二
種
と
版

本
を
手
掛
か
り
に
―
」〔『
桜
文
論
叢
』
八
〇
巻
、
平
成
23
年
９
月
〕

 

ま
た
、
近
藤
芳
樹
の
関
係
し
た
資
料
の
、
稿
者
に
よ
る
翻
刻
は
、
以
下
を
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参
照
。

 
小
野
美
典
ｆ
・
ｇ
「〔
資
料
紹
介
・
翻
刻
〕（
山
口
県
文
書
館
蔵
）
毛
利
広

鎮
『
類
題
玉
函
集　

上
／
下
』」〔『
山
口
国
文
』
三
二
号
／
三
三
号
、
平

成
21
年
３
月
／
同
22
年
３
月
〕

 

小
野
美
典
ｈ
・
ｉ
、
茅
原
雅
之
、
永
吉
寛
行
、
鹿
野
し
の
ぶ
、
千
葉
篤
胤

「〈
資
料
紹
介
・
翻
刻
〉近
藤
芳
樹
編『
類
題
阿
武
の
杣
板　

上
／
下
』」〔『
語

文
』
一
三
七
輯
／
一
三
八
輯
、
平
成
22
年
６
月
／
同
年
12
月
〕

２　

近
藤
芳
樹
と
木
村
豊
平
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
注
１
の
拙
稿
ｅ
を
参
照
。

３　

御
薗
生
翁
甫
編
輯
『（
防
府
史
料　

第
三
輯
）
鏡
の
屋
歌
集
』〔
防
府
郷
土

資
料
保
存
会
発
行
、
昭
和
17
年
11
月
〕

４　

本
書
を
展
観
し
た
際
の
資
料
、
或
い
は
入
札
目
録
の
類
い
を
切
り
取
っ
た

も
の
か
。『
鏡
乃
屋
歌
集
』『
蒲
園
文
草
』
と
も
に
、
昭
和
十
三
年
二
月
十

五
日
の
山
口
図
書
館
印
が
あ
る
の
で
、
両
本
は
そ
の
頃
図
書
館
所
蔵
と

な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、こ
の
印
刷
物
は
そ
れ
以
前
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

５　

文
中
に
桑
原
正
倫
の
居
住
地
の
手
掛
か
り
は
な
い
。
た
だ
し
、『
類
題
阿

武
の
杣
板
』
に
同
一
姓
名
の
歌
人
が
見
ら
れ
、
八
首
入
集
し
て
い
る
。
恐

ら
く
同
一
人
物
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
、
こ
の
人
物
は
周
防
国
か
長
門
国

の
歌
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
注
１
の
拙
稿
ｄ
・
ｈ
・
ｉ
参
照
）。

６　

注
５
の
桑
原
正
倫
と
同
じ
く
『
類
題
阿
武
の
杣
板
』
に
九
首
入
集
。
周
防

国
か
長
門
国
の
歌
人
で
あ
ろ
う
。

７　

小
川
五
郎
「
木
村
豊
平
伝
記
資
料
（
二
）」〔『
水
可
美
』
七
巻
三
号
、
昭

和
14
年
３
月
〕

８　

小
川
五
郎
編
輯
『（
防
府
史
料　

第
九
輯
）
木
村
豊
平
拾
遺
和
歌
集
』〔
防

府
市
教
育
員
会
発
行
、
昭
和
41
年
３
月
〕

９　

小
川
五
郎「
本
居
大
平
の
手
紙
」〔『
水
可
美
』七
巻
一
号
、昭
和
14
年
１
月
〕

 

小
川
五
郎
「
木
村
豊
平
伝
記
資
料
（
一
）
～
（
四
）」〔『
水
可
美
』
七
巻
二

～
五
号
、
昭
和
14
年
２
～
５
月
〕

 

小
川
五
郎
「
木
村
豊
平
の
長
歌
」〔『
あ
ら
つ
ち
』
一
〇
巻
九
号
、
昭
和
34

年
９
月
、
の
ち
『
防
長
文
化
史
雑
考
』
収
録
〕

10　

吉
田
祥
朔
「
歌
人
木
村
秋
亭
」〔『
防
長
文
化
』
第
一
巻
第
二
号
、
昭
和
12

年
４
月
〕

11　

田
中
助
一
『
防
長
医
学
史　

下
巻
』〔
同
書
刊
行
後
援
会
発
行
、
昭
和
28

年
７
月
、
四
三
三
～
四
三
四
頁
〕

《
付
記
》

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
資
料
の
閲
覧
・
写
真
撮
影
・
翻
刻
の
ご
許
可
を
下

さ
っ
た
山
口
県
立
山
口
図
書
館
に
、
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、『
鏡
乃
屋
歌
集
』
を
翻
刻
さ
れ
た
御
薗
生
氏
は
、
そ
の
末
尾
に
「
続

刊
書
目
」（
翻
刻
予
定
書
目
）
と
し
て
『
蒲
園
文
草
』
を
挙
げ
ら
れ
た
が
、
未

刊
の
ま
ま
に
終
わ
っ
た
。
御
薗
生
氏
の
ご
意
志
は
「
防
府
史
料
」
の
発
行
者
で

あ
る
「
防
府
郷
土
史
料
保
存
会
」
に
受
け
継
が
れ
、
当
保
存
会
は
紆
余
曲
折
を

へ
て
現
在
の
防
府
市
立
図
書
館
内
に
置
か
れ
て
い
る
。
当
保
存
会
が
『
蒲
園
文

草
』
の
翻
刻
を
考
え
て
い
な
い
旨
、
防
府
市
立
図
書
館
に
ご
確
認
の
上
、
今
回

ご
了
解
を
得
て
こ
の
よ
う
な
形
で
翻
刻
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
木
村
豊
平
の
郷

里
防
長
の
地
で
、
且
つ
『
蒲
園
文
草
』
の
現
所
蔵
者
で
あ
る
山
口
県
立
山
口
図

書
館
ゆ
か
り
の
地
に
あ
る
山
口
大
学
人
文
学
部
の
学
術
雑
誌
に
、
本
翻
刻
を
掲

載
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、稿
者
に
と
っ
て
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。
改
め
て
、

関
係
各
位
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

《
凡
例
》
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一
、
底
本
を
忠
実
に
翻
刻
す
る
よ
う
に
つ
と
め
た
が
、
紙
幅
の
都
合
と
読
解
の

便
宜
か
ら
、
次
の
よ
う
な
校
訂
を
施
し
た
。

　

（
ア
）
表
題
に
【　

】
付
き
の
漢
数
字
で
通
し
番
号
を
付
し
た
。
ま
た
、
表

題
は
太
字
と
し
た
。

　

（
イ
）
頁
移
り
は
」
で
区
切
り
、
丁
数
を
漢
数
字
、
表
・
裏
を
オ
・
ウ
と
し

て
（　

）
内
に
記
し
た
。
改
行
箇
所
の
明
示
は
し
な
か
っ
た
。

　

（
ウ
）
和
歌
は
二
字
下
げ
、
付
記
な
ど
は
四
字
下
げ
で
統
一
し
た
。

　

（
エ
）
各
表
題
で
一
つ
の
文
章
と
考
え
て
一
纏
め
で
扱
い
、
表
題
が
変
わ
る

ご
と
に
一
行
の
空
き
を
設
け
た
（
底
本
に
は
空
き
は
な
い
）。

　

（
オ
）
適
宜
、
句
読
点
を
施
し
た
（
底
本
に
は
句
読
点
・
濁
点
は
な
い
）。

一
、
仮
名
は
、
現
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。

一
、
漢
字
は
、
常
用
漢
字
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
そ
の
字
体
を
用
い
、

表
外
漢
字
は
旧
字
体
と
し
た
。

一
、
異
体
字
・
俗
字
体
の
う
ち
で
、
正
字
体
が
常
用
漢
字
表
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
も
の
は
常
用
漢
字
体
を
用
い
た
（
例　

菴

↓

庵
）。
た
だ
し
、「
歌
・
哥
」

は
表
記
が
混
在
す
る
の
で
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
踊
り
字
（
ゝ
・
〳
〵
）
も
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
振
り
仮
名
も
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
割
書
部
分
は
、［　

］
内
に
入
れ
て
区
別
し
た
。

一
、
虫
損
に
よ
り
判
読
の
困
難
な
部
分
は
、
□
囲
み
で
想
定
さ
れ
る
字
を
補
っ

た
。

一
、
そ
の
他
の
問
題
点
や
留
意
点
は
、〔　

〕
内
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
、

末
尾
に
一
括
し
て
注
記
し
た
。

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

《
翻
刻
》

蒲
園
文
草

 

木
村
豊
平

【
一
】
さ
つ
ま
の
国
人
の
、
か
ら
国
に
た
ゝ
よ
ひ
ゆ
き
た
る
を
、
こ
の
こ
ろ
長

崎
に
入
来
た
る
舟
の
た
よ
り
に
お
く
ら
れ
来
て
、
そ
の
舟
よ
り
小
舟
に
う
つ
り

て
よ
ろ
こ
ふ
さ
ま
を
見
て

こ
と
し
文
政
九
年
と
い
ふ
と
し
の
十
二
月
廿
四
日
の
長
崎
の
み
な
と
に
、
唐
船

例
の
こ
と
に
て
は
て
た
り
。
そ
の
舟
に
、
さ
つ
ま
の
国
人
と
て
、
す
き
に
し
こ

ろ
か
の
か
ら
国
ま
て
船
に
て
な
か
れ
ゆ
き
た
る
よ
し
に
て
、
こ
た
ひ
か
ら
舟
に

の
せ
て
き
た
り
た
る
十
二
人
、
け
ふ
大
は
と
ゝ
い
ふ
所
に
」（
一
オ
）
長
崎
の
浦

に
あ
か
れ
り
け
る
を
見
る
に
、
も
と
は
十
三
人
な
り
し
か
、
い
ま
ひ
と
り
は
か

の
国
に
て
な
く
な
り
た
る
よ
し
い
へ
り
。
そ
の
人
々
の
い
ろ
青
く
袖
な
き
衣
き

た
る
か
、
な
よ
〳
〵
と
し
て
、
い
と
よ
わ
け
な
る
も
の
か
ら
、
か
つ
う
れ
し
け

な
る
さ
ま
も
見
ゆ
る
な
り
け
り
。
か
ら
と
い
へ
は
、
き
く
た
に
い
と
は
る
か
な

る
を
、
そ
の
国
ま
て
ゆ
き
け
む
人
々
の
こ
ゝ
ろ
の
ほ
と
よ
、
お
し
は
か
ら
れ
て

あ
は
れ
な
り
。

　
　

 

う
し
ほ
路
の
か
ら
き
う
き
め
を
見
し
人
も
ま
た
か
へ
る
な
み
あ
り
と
き
く

な
り
」（
一
ウ
）

　
　

 

か
へ
る
な
み
た
ま
の
う
ら
へ
に
よ
る
か
ひ
も
か
ら
き
い
の
ち
の
あ
れ
は
な

り
け
り

　
　
　
　

か
く
よ
め
る
は
長
崎
浦
を
瓊
浦
と
も
い
ふ
と
い
へ
は
な
り
。

【
二
】
筑
前
国
人
中
沢
守
臣
か
み
つ
か
ら
の
歌
か
く
へ
き
料
の
巻
に
か
き
そ
へ

た
る
詞

言
の
葉
の
道
い
よ
〳
〵
ま
す
く
さ
か
ゆ
く
ま
に
〳
〵
、
後
の
世
の
わ
ろ
き
く
せ

を
も
わ
き
た
め
て
、
い
に
し
へ
の
た
ゝ
し
き
を
ま
な
は
ん
と
心
か
く
る
人
お
ほ
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く
な
り
に
た
れ
と
、
な
ほ
暁
し
ら
ぬ
い
き
た
な
き
は
、
後
の
」（
二
オ
）
よ
の
を

く
ら
き
や
み
に
の
み
な
つ
み
て
あ
る
を
、
み
つ
く
り
の
中
沢
ぬ
し
は
、
さ
る
つ

た
な
き
心
に
は
あ
ら
て
、い
そ
の
か
み
ふ
る
き
む
か
し
の
あ
き
ら
け
き
〔
注
Ａ
〕

跡
を
た
つ
ね
て
も
の
し
た
ま
ひ
て
、こ
の
ほ
と
よ
み
い
て
ら
れ
た
る
歌
と
も
を
、

こ
の
一
巻
に
つ
き
〳
〵
に
か
き
つ
か
む
と
て
、
ま
つ
お
の
れ
に
一
言
か
き
そ
へ

て
よ
と
こ
は
る
ゝ
に
、

　
　

 

言
の
葉
の
お
ち
く
る
〔
注
Ｂ
〕
ま
ゝ
に
か
き
つ
め
は
ち
り
ひ
ち
つ
も
り
山

と
な
り
な
む

と
そ
か
き
て
つ
か
は
し
け
る
。

【
三
】
元
野
木
𤭖
持
か
こ
へ
る
梅
の
垣
内
の
詞
」（
二
ウ
）

も
の
学
ふ
家
の
名
を
梅
垣
内
と
名
つ
け
て
、
筑
前
国
黒
さ
き
の
駅
に
家
居
す
る

人
あ
り
。
古
学
の
道
に
心
さ
し
ふ
か
き
人
に
て
、
元
野
木
み
か
も
ち
ぬ
し
と
そ

い
ふ
な
る
。
そ
の
う
め
の
か
き
つ
と
名
つ
け
た
る
よ
し
は
、
梅
の
木
の
と
し
ふ

り
た
る
か
や
と
に
あ
れ
は
な
り
け
り
。こ
れ
か
う
た
を
と
あ
る
し
の
こ
へ
る
に
、

　
　

み
や
ひ
た
る
宿
の
あ
る
し
の
心
を
は
梅
の
色
香
を
た
つ
ね
て
そ
し
る

　
　

 

色
も
香
も
あ
る
し
に
似
た
る
宿
の
名
や
梅
の
垣
内
と
う
へ
も
い
ひ
け
り
」

（
三
オ
）

【
四
】
伊
与
国
松
山
里
人
山
下
蓬
輔
、
医
師
の
術
お
こ
な
は
む
た
め
に
、
此
ほ

と
赤
間
関
に
か
り
ゐ
し
て
あ
り
け
る
か
、
そ
の
い
と
ま
の
ひ
ま
に
は
何
く
れ
の

み
や
ひ
を
こ
の
み
て
、
書
画
帖
と
い
ふ
も
の
を
も
の
せ
む
と
て
、
歌
巻
の
は
し

め
に
か
き
つ
く
へ
き
詞
こ
ひ
け
る
に
、
四
月
八
日
お
の
れ
彼
ノ
地
を
い
て
た
ち

て
か
へ
ら
む
と
す
る
ほ
と
に
て
、
こ
と
い
そ
か
し
け
れ
と
、
も
と
よ
り
心
や
す

き
な
か
な
れ
は
、
た
ゝ
い
さ
ゝ
か
た
に
と
お
も
ひ
て
、
た
ち
な
か
ら
か
け
る
詞
」

（
三
ウ
）

て
に
ま
れ
、
ゑ
に
ま
れ
、
歌
に
ま
れ
、
か
ら
う
た
に
ま
れ
、
そ
の
人
々
に
こ
ひ

も
と
め
て
も
の
す
な
る
は
、い
ま
の
世
お
し
な
へ
た
る
は
や
り
こ
と
な
り
け
り
。

山
下
氏
そ
の
こ
と
す
と
て
、
か
れ
や
こ
れ
や
と
こ
と
ひ
ろ
く
も
の
す
る
か
な
か

に
、
此
一
巻
は
歌
の
み
を
つ
き
つ
き
に
か
き
つ
か
む
と
て
、
ま
つ
お
の
れ
に
ひ

と
こ
と
か
き
そ
へ
て
よ
と
こ
へ
る
に
、

　
　

す
ゑ
つ
ひ
に
か
き
あ
つ
め
な
は
言
の
葉
の
花
ち
り
つ
も
り
山
を
な
す
ら
む

と
よ
み
て
つ
か
は
し
つ
。
文
政
十
年
の
夏
。」（
四
オ
）

【
五
】
末
松
真
風
か
こ
へ
る
水
穂
庵
の
詞

う
つ
せ
み
の
よ
に
、
め
か
ゝ
や
く
た
か
ら
は
あ
れ
と
、
そ
は
す
ゑ
に
て
、
五
穀

な
も
人
の
い
の
ち
つ
く
へ
き
本
に
て
あ
り
け
る
。
そ
か
中
に
も
又
た
く
ひ
な
き

は
稲
穂
に
て
、
こ
れ
に
ま
さ
れ
る
も
の
は
よ
に
は
あ
ら
し
。
遠
つ
国
四
方
の
か

ら
の
国
〳
〵
は
、
こ
の
お
ひ
た
ち
あ
し
か
め
る
を
、
た
ふ
と
き
や
皇
国
は
、
万

よ
り
も
こ
れ
な
も
こ
と
に
す
く
れ
て
め
て
た
か
り
け
る
。
さ
れ
は
こ
そ
、
水
穂

国
と
て
も
た
ゝ
へ
た
り
け
れ
。
こ
ゝ
に
も
の
学
ふ
家
の
名
を
水
穂
庵
と
名
つ
け

て
、
宮
市
ノ
里
」（
四
ウ
）
に
家
居
す
る
人
あ
り
。
末
松
真
風
子
と
そ
い
へ
る
。

祖
の
代
よ
り
家
居
ゆ
た
け
く
て
、
こ
と
た
ら
ぬ
こ
と
な
く
て
、
あ
し
ひ
き
の
山

田
、
た
ま
た
れ
の
小
田
、
五
百
町
千
町
万
よ
り
も
お
ほ
く
し
め
ら
れ
た
り
。
家

は
大
路
に
お
も
て
は
な
ら
ひ
た
る
も
の
か
ら
、
う
し
ろ
は
野
ち
に
と
ほ
り
て
、

人
か
ら
は
此
田
つ
く
る
こ
と
に
な
も
む
ね
と
心
よ
せ
ら
れ
た
り
け
る
。
そ
は
万

の
う
へ
も
お
し
は
か
ら
れ
て
、
本
を
思
へ
る
人
と
こ
そ
お
ほ
ゆ
れ
。
さ
る
心
に

て
、
み
つ
ほ
の
い
ほ
の
名
に
も
お
ふ
せ
た
る
な
る
へ
し
。」（
五
オ
）

　
　

 

千
五
百
秋
こ
れ
の
あ
る
し
の
つ
く
る
田
は
水
ほ
の
い
ほ
の
名
に
は
た
か
は

し
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八
栄
穂
の
水
穂
の
い
ほ
と
ち
い
ほ
秋
さ
か
え
そ
ゆ
か
む
こ
れ
の
あ
る
し
も

か
く
か
け
る
は
そ
の
あ
る
し
の
こ
へ
る
に
よ
り
て
な
り
け
り
。
文
政
十
一
年
初

冬
。

【
六
】
萩
人
伊
藤
よ
し
定
か
家
の
名
松
の
垣
内
の
詞

あ
し
ひ
き
の
山
、
た
ま
ほ
こ
の
道
、
の
へ
を
ち
の
も
り
、
こ
ゝ
の
里
に
も
お
ひ

た
ち
て
露
し
も
に
色
も
う
つ
ら
す
、
ふ
り
つ
む
ゆ
き
の
下
に
も
み
と
り
わ
か
え

て
、か
は
ら
ぬ
例
に
ま
つ
よ
の
人
の
ひ
き
い
つ
る
な
る
は
、松
の
木
な
り
け
り
。」

（
五
ウ
）
そ
の
ふ
た
葉
よ
り
万
代
へ
ぬ
へ
き
色
見
え
て
、
此
や
と
の
庵
に
、
男
女

な
ら
ひ
て
お
な
し
さ
ま
に
お
の
つ
か
ら
お
ひ
い
て
た
る
、
い
と
め
つ
ら
し
け
れ

は
、
つ
ね
の
心
の
お
き
所
と
、
ち
と
せ
の
い
に
し
へ
学
ふ
ま
な
ひ
の
家
の
名
に

も
お
ふ
せ
た
る
な
り
と
、
そ
の
よ
し
と
も
つ
は
ら
に
か
た
り
て
、
こ
れ
か
哥
を

と
、
伊
藤
よ
し
定
ぬ
し
の
こ
へ
る
に
〔
注
Ｃ
〕

　
　

 

た
ま
く
し
け
く
し
け
の
ふ
た
の
ふ
た
は
よ
り
常
に
か
は
ら
ぬ
色
見
え
て
お

ひ
出
む
松
は
君
か
家
の
ち
と
せ
の
ほ
と
を
あ
ら
か
し
め
し
る
す
と
な
ら
し

そ
の
」（
六
オ
）
松
の
枝
葉
し
み
ゆ
く
こ
と
の
こ
と
こ
れ
の
あ
る
し
も
と
も

に
さ
か
え
む

【
七
】
桑
原
正
倫
か
こ
へ
る
佐
迦
伎
の
屋
の
詞

た
ま
ち
は
ふ
神
を
い
は
ひ
、か
し
こ
き
す
め
ら
き
に
物
さ
ゝ
け
奉
る
を
り
に
も
、

此
さ
か
き
の
枝
に
つ
け
て
た
て
ま
つ
れ
る
こ
と
の
い
に
し
へ
の
も
の
に
見
え
た

る
を
思
へ
は
、
こ
れ
な
む
ゆ
ゑ
よ
し
あ
る
へ
き
こ
と
な
り
け
る
。
そ
も
〳
〵
此

さ
か
き
よ
、
名
は
う
つ
せ
み
の
世
の
人
の
あ
り
さ
ま
に
も
ふ
さ
は
し
く
て
、
山

す
け
の
す
か
〳
〵
し
き
か
た
に
の
み
き
よ
ら
に
お
ひ
た
て
る
な
れ
は
、
君
か
御

さ
か
え
を
お
も
ひ
、」（
六
ウ
）
お
の
か
う
へ
を
も
い
の
る
人
の
心
の
あ
か
き
ほ

と
を
あ
ら
は
せ
る
何
と
、
か
た
〳
〵
の
ゆ
ゑ
よ
し
に
も
あ
る
へ
し
。
こ
ゝ
に
く

は
は
ら
の
正
倫
主
と
い
ふ
人
あ
り
け
り
。
そ
の
家
の
庵
に
お
ひ
た
て
る
さ
か
き

の
よ
ろ
し
き
ほ
と
な
る
あ
る
に
よ
り
て
、
や
か
て
み
つ
か
ら
さ
か
木
の
や
と
物

学
ふ
い
へ
の
名
に
も
お
ふ
せ
た
る
な
り
と
て
、
こ
れ
か
う
た
を
と
、
か
の
人
の

こ
ひ
も
と
む
る
に
、
上
の
く
た
り
の
こ
と
と
も
を
お
も
ひ
よ
せ
て
、

　
　

 

あ
き
ら
け
き
ふ
み
よ
む
君
か
心
よ
り
さ
か
き
の
や
と
は
名
つ
け
ゝ
ら
し

も
」（
七
オ
）

　
　

万
代
に
さ
か
き
て
ふ
名
の
宿
な
れ
は
君
も
ち
と
せ
の
う
た
か
ひ
は
な
し

【
八
】
長
谷
川
直
輔
か
家
の
名
の
松
の
住
所
の
詞

松
の
す
み
か
と
は
長
谷
川
直
輔
主
の
も
の
学
ひ
す
る
家
の
名
な
る
を
、
し
か
な

つ
け
た
る
よ
し
は
、
家
の
庭
に
よ
ろ
し
き
ほ
と
の
松
の
、
い
と
心
よ
く
た
ち
の

ひ
て
枝
葉
も
こ
と
に
し
け
り
あ
ひ
た
る
か
あ
れ
は
な
り
と
そ
。
あ
は
れ
ふ
さ
は

し
の
家
の
名
や
。
あ
は
れ
お
む
か
し
の
や
と
の
名
や
。
今
よ
り
は
ま
す
く
に
あ

る
し
の
学
ひ
も
、と
も
に
ゆ
く
す
ゑ
た
の
も
し
く
そ
の
家
の
名
に
あ
は
さ
ら
め
」

（
七
ウ
）
や
。

　
　

と
き
は
な
る
松
の
色
に
そ
見
ゆ
る
な
る
君
か
す
み
か
の
ち
よ
の
さ
か
え
は

　
　

 

家
の
名
の
か
は
ら
ぬ
松
に
な
ら
ひ
つ
ゝ
君
か
ま
な
ひ
の
あ
せ
す
も
あ
ら
な

む

か
く
か
け
る
は
、
そ
の
あ
る
し
の
こ
へ
る
に
よ
り
て
な
り
。

【
九
】
冷
泉
淳
風
か
物
学
ひ
す
る
家
の
名
の
曙
の
住
所
の
こ
と
は

何
く
れ
と
よ
の
中
を
思
ひ
ね
の
夢
も
跡
な
く
さ
め
ぬ
れ
は
、
む
す
ほ
ゝ
れ
た
る

心
の
ほ
と
の
い
ふ
せ
さ
も
、
は
」（
八
オ
）
れ
ゆ
く
空
に
よ
こ
雲
の
た
な
ひ
き
あ

ひ
て
、
ほ
の
〳
〵
と
明
わ
た
る
け
し
き
を
見
た
ら
ん
に
は
、
お
に
か
み
も
は
ら
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た
つ
ま
し
く
め
て
た
く
お
ほ
え
ぬ
る
を
、
そ
れ
は
何
と
か
い
は
む
と
、
人
の
た

つ
ね
た
ら
ん
に
は
、曙
の
そ
ら
と
い
は
ん
ほ
か
な
か
る
へ
し
。そ
の
あ
け
ほ
の
ゝ

め
て
た
き
を
心
と
し
て
、
あ
き
ら
け
き
い
に
し
へ
書
学
ふ
家
の
名
を
曙
の
す
み

か
と
つ
け
た
る
人
あ
り
。
冷
泉
淳
風
主
と
い
ひ
て
、
そ
の
心
は
へ
の
ほ
と
も
家

の
名
の
さ
や
〳
〵
に
お
む
か
し
さ
は
、
む
か
し
は
お
な
し
三
田
尻
の
里
に
と
も

に
す
み
た
る
ほ
」（
八
ウ
）
と
よ
り
、
あ
け
ゆ
く
そ
ら
の
い
ち
し
る
く
お
ほ
え
た

る
な
り
。
今
は
此
萩
の
里
に
す
み
て
、
学
ひ
の
道
も
家
の
名
に
は
た
か
は
す
な

ん
あ
り
け
る
。
さ
る
を
お
の
れ
こ
の
こ
ろ
こ
ゝ
に
旅
居
す
る
を
、
を
り
よ
し
と

て
、
か
の
学
ひ
の
家
の
詞
か
き
て
よ
と
、
ね
ん
こ
ろ
に
こ
ひ
た
ま
へ
る
に
、
も

と
よ
り
い
な
む
心
も
な
け
れ
は
、
う
た
も
ひ
と
つ
、

　
　

家
の
名
の
明
行
そ
ら
の
め
て
た
き
そ
君
か
心
の
お
き
と
こ
ろ
な
る

と
な
む
よ
み
て
か
き
つ
け
ゝ
る
。
時
は
文
政
十
一
年
冬
の
こ
ろ
。」（
九
オ
）

【
十
】
雪
の
夜
あ
れ
た
る
家
に
琴
ひ
く
と
い
ふ
を
た
い
に
て
か
け
る
詞

夜
中
す
く
る
ほ
と
よ
り
、
風
し
つ
ま
り
て
ゆ
き
い
た
う
ふ
れ
り
。
物
に
ま
か
り

て
か
へ
ら
ん
と
す
る
ほ
と
、あ
や
し
う
も
の
ゝ
音
の
き
こ
ゆ
る
も
ゆ
か
し
う
て
、

そ
れ
を
し
る
へ
に
か
た
は
ら
な
る
道
を
た
と
り
つ
ゝ
ゆ
く
に
、此
家
な
り
け
り
。

よ
く
な
る
箏
を
は
ん
し
き
調
に
し
ら
へ
て
、
か
き
な
ら
し
た
る
、
け
し
う
は
あ

ら
す
か
し
。
何
か
し
の
す
み
か
な
る
ら
ん
、
つ
い
ひ
ち
も
う
ち
く
つ
れ
た
る
な

め
り
。
雪
の
た
ひ
ら
か
な
ら
ぬ
か
た
も
あ
り
。
ま
も
れ
る
」（
九
ウ
）
人
も
な
け

れ
は
、
よ
ひ
〳
〵
こ
と
に
と
も
い
は
て
、
す
の
こ
た
つ
も
の
に
や
を
ら
よ
り
ゐ

て
、
と
は
か
り
き
ゝ
を
り
て
、

　
　

琴
の
ね
も
雪
も
え
な
ら
ぬ
宿
な
か
ら
つ
れ
な
き
人
を
ひ
き
や
と
め
け
る

跡
つ
く
る
人
や
あ
る
な
と
い
ひ
て
、
ね
た
ま
す
れ
は
、

　
　

 

こ
か
ら
し
に
あ
れ
た
る
宿
の
う
れ
た
き
は
ひ
き
と
ゝ
む
へ
き
言
の
葉
も
な

し

と
て
手
も
の
こ
さ
す
か
き
な
ら
す
こ
ゑ
に
、
う
ち
あ
ひ
て
き
こ
ゆ
る
山
寺
の
か

ね
の
音
に
お
と
ろ
き
て
あ
た
り
を
見
れ
は
、
見
さ
し
つ
る
伊
勢
源
氏
の
二
書
の

み
あ
り
て
、
外
に
は
何
こ
と
も
な
」（
十
オ
）
し
。
此
ふ
み
か
ゝ
ん
と
、
よ
ひ
の

ほ
と
よ
り
お
も
ひ
ね
の
夢
な
り
け
り
。

【
十
一
】
紀
伊
国
の
師
の
許
に
奉
れ
る
消
息
文

過
つ
る
三
月
廿
九
日
の
御
ふ
み
、
四
月
廿
八
日
こ
ゝ
に
い
た
り
つ
き
侍
る
に
、

め
つ
ら
し
く
ほ
と
ゝ
き
す
な
と
待
え
た
る
心
ち
し
て
、
し
つ
か
ふ
せ
や
の
柴
の

戸
の
お
し
ひ
ら
き
い
そ
き
見
侍
れ
は
、
去
年
の
秋
と
こ
と
し
の
春
と
、
二
た
ひ

に
奉
り
し
文
の
御
か
へ
り
こ
と
に
た
ま
へ
る
文
な
り
け
り
。
ま
つ
と
よ
、
た
ひ

ら
か
に
お
は
し
ま
す
こ
と
、
中
山
氏
高
は
し
氏
よ
り
も
、
お
な
し
さ
」（
十
ウ
）

ま
に
い
ひ
お
こ
せ
た
る
を
う
け
た
ま
は
り
侍
り
て
、
な
に
わ
さ
よ
り
も
い
と
な

む
う
れ
し
く
お
も
ひ
た
ま
へ
ら
る
ゝ
。
さ
て
お
の
か
を
ち
な
き
心
よ
り
考
へ
い

て
た
る
五
十
連
音
真
十
鏡
の
書
、
そ
こ
か
し
こ
に
筆
く
は
へ
さ
せ
給
ひ
て
ひ
き

な
ほ
し
た
ま
へ
る
の
み
な
ら
す
、
め
つ
ら
か
な
る
は
し
書
を
さ
へ
に
そ
へ
て
給

へ
る
こ
と
の
う
れ
し
く
か
た
し
け
な
く
て
、
こ
の
よ
ろ
こ
ひ
は
つ
た
な
き
鳥
の

跡
に
は
え
し
も
つ
く
し
侍
ら
し
。
さ
て
又
陸
奥
人
石
金
氏
古
言
本
音
考
と
い
ふ

書
か
き
あ
ら
は
さ
れ
た
る
よ
し
、
い
ひ
お
こ
せ
給
へ
る
を
も
ふ
き
」（
十
一
オ
）

う
け
た
ま
は
り
侍
り
ぬ
。
さ
そ
な
め
つ
ら
か
な
る
も
の
に
侍
ら
ま
し
。
又
上
古

代
は
清
音
の
み
に
て
濁
音
は
な
し
と
い
へ
る
説
も
あ
り
け
る
よ
し
に
て
、
お
の

れ
に
も
そ
れ
を
考
へ
見
よ
と
の
お
ほ
せ
こ
と
も
う
け
た
ま
は
り
侍
り
ぬ
る
に
よ

り
て
、
す
な
は
ち
す
き
に
し
こ
ろ
い
さ
ゝ
か
思
ひ
よ
れ
る
こ
と
と
も
か
き
お
き

つ
る
も
の
一
ま
き
侍
り
け
れ
は
、
こ
た
ひ
奉
る
に
な
む
。
御
心
に
と
ま
る
ふ
し

は
侍
る
ま
し
き
も
の
か
ら
、
も
ゝ
ち
か
ひ
と
つ
も
と
り
も
ち
ひ
ゆ
る
さ
る
ゝ
事
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も
侍
り
な
ま
し
か
は
と
て
な
む
。
又
お
ほ
き
み
の
定
と
て
、
こ
れ
も
」（
十
一
ウ
）

は
や
く
よ
り
思
ひ
よ
れ
り
し
こ
と
に
て
、
も
の
に
か
き
つ
け
お
き
つ
る
を
、
こ

の
こ
ろ
清
書
し
て
よ
き
便
に
侍
れ
は
、
こ
れ
は
た
奉
る
に
な
む
。
な
ほ
か
ゝ
る

こ
と
ゝ
も
は
い
く
ら
も
侍
り
け
れ
は
、
ま
た
の
た
よ
り
に
も
奉
る
へ
し
。
い
て

や
お
の
か
し
わ
さ
よ
、
も
と
よ
り
い
た
り
す
く
な
く
何
ひ
と
つ
た
に
し
い
て
た

る
こ
と
も
侍
ら
す
て
、
大
人
の
見
た
ま
は
む
に
は
、
つ
た
な
く
お
も
ほ
し
め
さ

む
こ
と
の
み
に
侍
ら
ん
を
、さ
り
と
て
い
か
ゝ
は
せ
ん
。
え
も
た
し
あ
へ
ね
は
、

た
ゝ
な
に
は
の
う
ら
の
何
こ
と
も
あ
し
か
ら
む
を
は
、
ひ
き
な
ほ
し
た
ま
は
む

こ
と
を
た
の
み
」（
十
二
オ
）
と
こ
ろ
に
か
く
な
ん
。
さ
て
な
ん
お
な
し
学
ひ
の

と
も
に
も
見
せ
も
し
侍
ら
ま
し
。
ま
た
御
心
に
お
も
ほ
さ
ん
す
ち
を
も
、
よ
し

あ
し
と
た
に
巻
の
は
し
め
に
御
は
し
書
の
さ
ま
に
も
の
し
て
た
ま
は
ら
は
、
い

と
な
む
う
れ
し
か
る
へ
き
。
あ
な
か
し
こ
。　

又
ま
う
す〔
注
Ｄ
〕。
ま
こ
と
や
、

久
し
う
御
あ
り
さ
ま
も
う
け
た
ま
は
ら
さ
り
し
を
、
こ
た
ひ
か
く
た
ひ
ら
か
に

お
は
し
ま
す
な
る
事
た
し
か
に
う
け
た
ま
は
り
侍
り
て
、
か
へ
す
く
う
れ
し
く

な
ん
お
も
ひ
給
ふ
る
。
豊
平
若
山
よ
り
か
へ
り
て
は
、
い
つ
し
か
と
五
年
を
も

経
侍
れ
は
、
い
た
く
な
」（
十
二
ウ
）
つ
か
し
く
お
も
ひ
た
ま
へ
ら
る
ゝ
を
、
こ

の
と
し
の
う
ち
に
は
え
し
も
い
て
た
つ
ま
し
く
お
も
ひ
給
ふ
る
を
、
い
か
て
来

む
と
し
の
は
る
な
と
に
は
、
か
な
ら
す
ま
ゐ
り
侍
り
て
と
、
い
ま
よ
り
お
も
ひ

か
け
は
ン
へ
る
に
な
ん
。

　
　
六
月
廿
三
日
文
政
十
一
年
也 

木
村
豊
平　
　

　
　
　
　

藤
垣
内
大
人
御
許
に
奉
る

【
十
二
】
赤
間
関
新
地
よ
り
神
鏡
を
掘
出
た
る
ゆ
ゑ
よ
し
を
、
有
馬
文
五
郎
直

定
か
こ
へ
る
に
、
か
き
て
あ
た
へ
た
る
詞

長
門
国
赤
間
関
伊
崎
ノ
新
地
と
い
ふ
地
よ
り
鏡
一
」（
十
三
オ
）
面
を
な
も
掘
出

た
る
。
そ
は
そ
の
里
の
百
姓
長
七
と
い
ふ
も
の
、
家
つ
く
る
へ
き
屋
敷
に
そ
の

所
を
も
の
す
と
て
、
そ
こ
よ
り
ほ
り
出
た
る
な
り
け
り
。
鏡
の
わ
た
り
四
寸
は

か
り
な
る
大
さ
に
て
、
う
ら
に
大
神
宮
と
い
ふ
も
し
あ
り
。
お
も
て
は
こ
と
な

る
こ
と
な
く
て
円
形
な
り
。
す
へ
て
の
さ
ま
い
と
古
代
の
物
と
こ
そ
お
ほ
ゆ

れ
。
こ
れ
に
よ
り
て
お
も
ひ
考
ふ
る
に
、
そ
の
か
み
何
人
な
り
け
む
、
か
け
ま

く
も
い
と
も
か
し
こ
き　

大
御
神
の
御
霊
を
し
も
、
こ
と
さ
ら
に
い
つ
き
ま
つ

ら
む
の
心
に
て
、
か
く
み
た
ま
し
ろ
に
と
」（
十
三
ウ
）
て
つ
く
り
ま
け
た
る
に

も
あ
る
へ
し
。
さ
る
を
い
つ
の
こ
ろ
に
か
、彼
ノ
地
に
は
か
く
ろ
へ
ま
し
け
む
。

そ
の
ゆ
ゑ
は
し
る
へ
き
よ
し
な
き
を
、
い
ま
か
く
ほ
り
出
て
、
や
か
て
そ
の
御

鏡
を
神
さ
ね
と
あ
か
ま
へ
ま
つ
り
て
、
其
所
に
御
室
を
た
て
ゝ
い
は
ひ
ま
つ
れ

る
は
、
い
と
も
〳
〵
い
そ
し
き
わ
さ
に
な
も
あ
り
け
る
。
そ
も
〳
〵
此
里
わ
た

り
は
、
す
へ
て
い
つ
き
し
ま
の
大
神
の
う
し
は
き
ま
せ
る
地
な
る
を
、
そ
の
と

こ
ろ
よ
り
し
も
か
く
此
御
鏡
の
あ
ら
は
れ
い
て
た
ま
へ
る
は
、
こ
れ
は
た
其
よ

し
あ
る
へ
き
事
に
こ
」（
十
四
オ
）
そ
あ
ら
め
。
さ
て
そ
の
ほ
り
い
て
た
る
時
は
、

文
政
十
二
年
三
月
廿
五
日
の
こ
と
に
て
、
そ
の
よ
し
か
き
た
ま
ひ
ね
と
こ
へ
る

人
は
、
そ
の
里
人
有
馬
直
定
な
り
。
か
く
し
る
す
は
、
同
年
の
五
月
廿
八
日
、

木
村
豊
平
か
し
こ
み
か
し
こ
み
も
し
る
す
。

【
十
三
】
文
政
十
二
丑
の
と
し
九
月
廿
五
日
故
鈴
屋
大
人
乃
御
霊
乃
御
前
尓
申

詞
［
廿
九
日
ニ
会
ノ
ア
ル
ヘ
キ
ヲ
今
日
ニ
ナ
リ
タ
リ
］

秋
津
彦
雅
櫻
根
大
人
乃

命
乃

御
霊
乃

御
前
尓

申
左久

、
汝
命
者

生
乃

極
美

古
学
毘乃

御
心
乎

尽
志

給
比

、
許
己
多
玖
乃

書
籍
等
乎

書
顕
波志

給
比

、曽
許
婆
久
乃

人
等
」（
十
四
ウ
）
乎毛

、
弥
奨

米尓

須
須
米

誘
奈比

給
比弖

、
教
倍

佐
登
志

給
倍琉

御
功
乃

世
尓

類
比

無
支

程
者

、
今
更
尓

言
比毛

尽
志

難
支

事

奈
留
乎

、
其
広
支

厚
支

御
恵
尓

依
弖志

、
早
久

十
年
余
里

遠
都

年
、
御
跡
継
麻須

大
平
宇
志
乃

御
教
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子
止

成
多琉

、
遠
遅
奈
久

拙
支

豊
平
等
我

友
賀
良
母

、
古
乃

道
乃

片
端
乎毛

加
々
都
〔々
注
Ｅ
〕

宇
加
賀
比

悟
知
事
得
弖志

有
琉

恩
頼
乎

畏
美

、
宇
礼
斯
美
奈
毛

思
給
布

〔
注
Ｆ
〕。
故カ

レ

許
古
尓

今

年
乃

九
月
廿
五
日
、
吾
藤
垣
内
乃

奥
乃

小
床
乎

、
伊
豆
乃

盤
境
止

掃
比

清
米弖

、
汝
命
乃

御

霊
乎志

麻
勢
奉
利弖

、
其
御
傍
尓弖

歌
読
人
会
比弖

、
歌
読
麻
尓
麻
尓

、
豊
平
毛

加
波利

」（
十
五
オ
）
弖志

有

祁
礼
婆

、
其
事
乎

宇
礼
志
美

思
比弖

御
霊
乃

御
前
尓

額
突
支

奉
弖

、
禱
言
申
志

奉
流

。
今
母

去
前
母

豊
平
等
之
学
乃

業
乎

弥
助
尓

助
賜
比

、
弥
奨
米尓

奨
米

給
比

守
幸
倍

給
倍止

、
牡
鹿
成
膝
折
伏
勢

、

鵜
自
物
頸
根
衝
抜
弖

、
恐
美

恐
美母

申
給
波
久
止

申
〔
注
Ｇ
〕

　
　
　
　

右
紀
伊
国
若
山
師
の
も
と
に
あ
り
け
る
ほ
と
に
か
け
る
な
り
。

【
十
四
】
み
つ
か
ら
か
け
る
医
書
黴
家
要
領
の
後
に
か
き
そ
ふ
る
詞

世
の
人
の
病
を
を
さ
む
る
く
す
し
の
く
す
り
の
道
と
」（
十
五
ウ
）
い
ふ
は
、
か

け
ま
く
も
か
し
こ
き
大
穴
牟
遅
大
神
、
少
毘
古
那
大
神
二
柱
の
大
神
の
は
し
め

ま
し
つ
る
こ
と
、
日
本
書
紀
の
神
代
巻
に
見
え
て
、
た
れ
し
も
よ
く
し
れ
る
か

こ
と
し
。
又
そ
の
わ
さ
を
お
こ
な
ひ
ま
し
つ
る
こ
と
は
、
稲
羽
の
白
兎
の
身
を

そ
こ
な
ひ
や
ふ
り
て
な
や
め
る
を
、
大
穴
牟
遅
大
神
の
蒲
を
と
ら
し
め
て
、
た

す
け
を
さ
め
さ
せ
ま
し
ま
し
け
る
こ
と
、
古
事
記
の
上
巻
に
見
え
た
り
。
こ
れ

ら
な
む
そ
の
は
し
め
に
は
あ
り
け
る
。
か
く
て
世
に
あ
り
と
あ
る
人
の
、
や
ま

ひ
に
し
つ
み
う
き
世
に
く
る
し
ま
む
そ
の
」（
十
六
オ
）
わ
さ
は
ひ
を
の
か
れ
身

を
事
な
く
あ
り
ふ
る
も
、
こ
と
こ
と
く
に
此
二
柱
の
大
神
の
大
御
霊
に
よ
り
て

な
り
け
り
。
さ
れ
と
後
世
ま
て
に
神
の
御
み
つ
か
ら
其
わ
さ
と
り
お
こ
な
ひ
た

ま
ふ
へ
き
に
あ
ら
さ
れ
は
、
そ
の
た
ゝ
し
き
道
を
此
所
に
を
し
へ
か
し
こ
に
つ

た
へ
お
き
て
、
そ
の
の
り
を
定
め
世
に
か
し
こ
き
医
師
を
い
た
し
た
ま
へ
る
な

む
、
此
大
神
の
お
ほ
き
御
お
も
ひ
は
か
り
な
る
へ
き
。
し
か
る
に
、
い
つ
の
こ

ろ
よ
り
か
た
え
た
り
け
む
、
吾
か
い
に
し
へ
の
と
て
は
た
し
か
な
ら
ぬ
を
、
此

ち
か
き
と
し
こ
ろ
、
を
ら
」（
十
六
ウ
）
に
た
の
か
ら
く
に
よ
り
〔
注
Ｈ
〕
つ
た

へ
き
た
る
は
、
そ
の
の
り
あ
き
ら
か
に
、
い
た
ら
ぬ
く
ま
な
く
や
め
る
人
に
か

け
て
こ
ゝ
ろ
み
る
に
も
、
お
ほ
つ
か
な
き
と
こ
ろ
な
く
い
と
た
ゝ
し
く
し
て
、

か
の
二
柱
の
大
神
の
は
し
め
た
ま
へ
る
そ
の
か
み
お
ほ
え
て
い
と
た
ふ
と
し
。

今
の
世
は
人
の
身
の
も
ち
さ
ま
も
か
は
り
き
ぬ
る
ゆ
ゑ
に
や
あ
ら
む
、
い
に
し

へ
に
は
い
ま
た
き
こ
え
ぬ
や
ま
ひ
も
お
ほ
く
出
来
て
、
お
ほ
き
に
ま
れ
す
く
な

き
に
ま
れ
、
此
う
き
せ
に
か
ゝ
ら
ぬ
は
も
ゝ
ち
に
ひ
と
り
も
な
か
る
へ
し
と
い

ふ
は
か
り
な
れ
は
、
ま
た
そ
れ
を
治
む
る
」（
十
七
オ
）
わ
さ
も
こ
と
さ
ら
に
く

は
し
く
せ
す
て
は
え
あ
る
ま
し
き
を
、
神
の
御
た
ま
は
あ
や
し
と
も
あ
や
し
き

も
の
に
て
、
此
と
き
し
も
は
る
か
な
る
西
の
国
の
く
す
し
の
道
を
、
吾　

皇
大

御
国
に
つ
た
へ
き
て
お
ほ
き
な
る
た
す
け
と
な
り
き
た
る
は
、
あ
る
か
な
か
に

た
ふ
と
き
こ
と
な
ら
す
や
。
外
国
よ
り
つ
た
へ
お
こ
す
る
も
の
、
お
ほ
か
た
は

な
く
て
も
あ
る
へ
く
お
も
は
る
ゝ
も
の
ゝ
み
お
ほ
か
る
を
、
此
み
ち
の
み
は
か

へ
す
か
へ
す
も
う
れ
し
く
た
の
も
し
き
わ
さ
な
り
け
り
。
そ
も
〳
〵
こ
の
を
ら

に
た
の
」（
十
七
ウ
）
道
の
そ
の
は
し
め
を
思
ふ
に
も
、
こ
の
二
柱
の
大
神
の
お

ほ
み
た
ま
よ
り
そ
い
て
た
る
な
る
へ
き
。
そ
は
少
彦
名
大
神
と
こ
よ
の
国
に
わ

た
り
ま
し
て
、
其
く
に
国
を
つ
く
り
か
た
め
た
ま
は
む
お
も
ふ
き
、
古
事
記
日

本
書
紀
等
に
見
え
た
る
か
こ
と
く
に
し
あ
れ
は
、
こ
の
道
を
も
を
し
へ
お
き
た

ま
へ
り
け
む
と
お
も
ひ
さ
た
め
ら
る
ゝ
な
り
。か
ゝ
れ
は
い
ま
の
世
に
し
て
は
、

く
す
し
に
心
さ
ゝ
む
人
は
、
此
を
ら
に
た
の
医
師
の
術
に
も
と
つ
き
て
、
た

し
か
に
あ
や
ま
ち
な
く
た
ゝ
し
く
よ
の
人
の
や
ま
ひ
を
治
む
」（
十
八
オ
）
る
そ
、

二
柱
の
大
神
の
大
御
心
に
も
か
な
ふ
へ
か
ら
む
か
し
。
さ
て
さ
き
に
此
書
を
あ

ら
は
せ
る
は
、
こ
の
う
き
せ
に
し
つ
み
て
く
る
し
ま
む
人
に
、
此
大
神
の
大
御

霊
の
幸
を
わ
け
ほ
と
こ
さ
む
と
て
な
り
け
り
。
な
に
く
れ
の
や
ま
ひ
ひ
と
つ
と

し
て
い
ま
く
し
か
ら
ぬ
は
な
き
か
中
に
、
こ
れ
の
み
は
こ
と
に
は
や
く
お
さ
め
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す
て
月
日
を
ふ
れ
は
、
た
け
き
物
の
ふ
も
い
さ
む
こ
ゝ
ろ
く
ち
け
、
を
ゝ
し
き

ま
す
ら
を
も
ち
か
ら
ぬ
け
て
な
す
わ
さ
か
な
は
す
、
う
る
は
し
き
手
弱
女
も
見

に
く
き
ま
て
に
か
た
」（
十
八
ウ
）
ち
さ
へ
か
は
り
ゆ
き
て
、
世
に
ふ
る
か
ひ
な

く
な
る
も
あ
れ
は
、
か
く
か
き
い
て
ゝ
と
に
か
く
に
い
へ
る
な
り
。
そ
も
も
と

よ
り
、お
の
れ
ひ
と
り
の
ち
か
ら
に
て
な
し
う
へ
き
こ
と
か
は
。
神
の
ち
は
ひ
、

君
の
御
か
け
、
親
の
め
く
み
、
師
の
な
さ
け
、
朋
友
の
ま
こ
と
、
何
と
か
れ
に

よ
り
こ
れ
に
た
す
け
ら
れ
て
な
り
い
つ
る
わ
さ
な
れ
は
、
ゆ
め
ゆ
め
も
の
に
ほ

こ
ら
む
と
て
か
ゝ
ら
む
や
。
た
ゝ
こ
の
う
れ
ひ
に
く
る
し
ま
む
人
を
す
く
ひ
た

す
く
る
こ
と
の
は
し
に
も
と
、
お
も
ふ
心
の
お
く
を
見
む
ひ
と
よ
く
お
も
ひ
は

か
」（
十
九
オ
）
る
へ
し
。
こ
ゝ
に
山
田
義
章
医
生
、
あ
さ
よ
ひ
に
お
こ
た
る
こ

と
な
く
、
此
み
ち
に
こ
ゝ
ろ
ふ
か
め
て
い
そ
し
み
ま
な
ふ
る
こ
ゝ
ろ
さ
し
の
あ

つ
く
ま
め
な
る
よ
り
、
世
に
ひ
ろ
く
す
り
ま
き
に
せ
ま
ほ
し
と
こ
ひ
け
る
に
、

そ
は
い
と
よ
き
こ
と
な
り
と
い
ひ
ゆ
る
し
や
る
つ
い
て
に
、
か
ね
て
お
も
ひ
と

り
た
る
ゆ
ゑ
よ
し
を
ひ
と
く
た
り
か
く
な
む
。
と
き
は
文
政
十
二
年
十
二
月
廿

八
日
、
紀
伊
国
山
田
氏
の
家
に
旅
居
せ
る
ほ
と
な
り 
木
村
豊
比
良　
　

【
十
五
】
花
の
山
口
の
跋
」（
十
九
ウ
）

此
一
巻
は
藤
垣
内
翁
の
う
ひ
学
ひ
の
為
に
と
て
え
り
あ
つ
め
お
か
れ
た
る
な

り
。
そ
の
よ
し
は
翁
の
端
文
に
見
え
た
る
か
如
し
。
豊
平
思
ふ
に
、
今
の
世
の

人
、
家
の
業
し
け
く
い
と
ま
の
ひ
ま
少
き
人
は
、
歌
学
ひ
の
み
に
か
ゝ
つ
ら
ひ

て
道
の
学
ひ
に
え
物
せ
ぬ
人
あ
り
。
い
と
く
ち
を
し
き
こ
と
な
り
。
さ
り
と
て

御
国
の
物
学
ひ
は
、
詞
の
学
ひ
な
く
て
、
は
た
え
あ
ら
ぬ
わ
さ
な
れ
は
、
ま
つ

歌
よ
み
な
ら
ふ
に
、
此
三
代
集
の
心
高
き
に
よ
り
て
心
詞
の
み
や
ひ
を
し
ら
む

に
つ
ゝ
ま
や
か
に
し
て
入
」（
二
十
オ
）
や
す
か
る
へ
く
、
い
と
よ
き
し
る
へ
ふ

み
な
り
と
な
む
思
ひ
よ
り
て
、
は
や
く
世
に
ひ
ろ
め
は
や
と
、
同
し
学
ひ
の
は

ら
か
ら
田
中
延
香
、
中
村
広
定
二
ぬ
し
か
た
ら
ひ
て
、
か
く
摺
巻
と
は
な
せ
る

な
り
け
り
。
此
よ
し
一
く
た
り
か
く
な
む
、
文
政
十
三
年
春
、
紀
の
国
に
旅
居

せ
る
ほ
と
し
る
し
ぬ
。

 

周
防
国　
　

木
村
豊
平
」（
二
十
ウ
）

《
本
文
の
注
》

Ａ
―
底
本
「
あ
つ
ら
き
跡
」
の
「
あ
つ
ら
き
」
を
ミ
セ
ケ
チ
に
し
て
頭
欄
に
「
あ

き
ら
け
き
」。

Ｂ
―
底
本
「
お
り
く
る
」
の
「
り
」
を
ミ
セ
ケ
チ
で
「
ち
」
に
訂
正
。

Ｃ
―
以
下
は
長
歌
。
豊
平
は
長
歌
を
多
く
残
し
て
い
る
。

Ｄ
―
「
又
ま
う
す
」
の
上
、
一
字
分
空
白
。
こ
こ
か
ら
追
伸
か
。

Ｅ
―
「
加
々
都
々
」
は
不
審
。「
か
つ
か
つ
（
か
つ
が
つ
）」
を
こ
の
よ
う
に
表

記
し
た
も
の
か
。
注
Ｇ
で
は
そ
の
ま
ま
に
置
く
。

Ｆ
―
底
本
の
ま
ま
で
は
「
給
ふ
」
だ
が
、
内
容
上
は
下
二
段
活
用
「
給
ふ
」
の

連
体
形
「
給
ふ
る
」
に
な
る
べ
き
か
。

Ｇ
―
以
上
の
【
十
三
】
本
文
は
宣
命
書
き
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
わ
か

り
や
す
く
書
き
下
す
（
平
仮
名
・
濁
音
・
ル
ビ
を
適
宜
用
い
た
）。
秋
津

彦
雅
櫻
根
大
人
の
命
の
御
霊
の
御
前
に
申
さ
く
、
汝
命
は
生
の
極
み
古
学

び
の
御
心
を
尽
し
給
ひ
、
こ
こ
だ
く
の
書
籍
等
を
書
き
顕
は
し
給
ひ
、
そ

こ
ば
く
の
人
等
を
も
、
い
や
奨
め
に
す
す
め
誘
な
ひ
給
ひ
て
、
教
へ
さ
と

し
給
へ
る
御
功
の
世
に
類
ひ
な
き
程
は
、
今
更
に
言
ひ
も
尽
し
が
た
き
事

な
る
を
、
其
の
広
き
厚
き
御
恵
に
依
り
て
し
、
早
く
十
年
余
り
遠
つ
年
、

御
跡
継
ぎ
ま
す
大
平
う
し
の
御
教
子
と
成
た
る
、
を
ぢ
な
く
拙
き
豊
平
等

が
友
が
ら
も
、
古
の
道
の
片
端
を
も
加
々
都
々
う
か
が
ひ
悟
り
知
る
事
得

て
し
有
る
恩
頼
を
畏
み
、
う
れ
し
み
な
も
思
ひ
給
ふ
。
故
こ
こ
に
今
年
の

九
月
廿
五
日
、
吾
が
藤
垣
内
の
奥
の
小
床
を
、
伊
豆
の
盤
境
と
掃
ひ
清
め
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て
、
汝
命
の
御
霊
を
し
ま
せ
奉
り
て
、
其
の
御
傍
に
て
歌
読
人
会
ひ
て
、

歌
読
む
ま
に
ま
に
、
豊
平
も
加
は
り
て
し
有
け
れ
ば
、
其
の
事
を
う
れ
し

み
思
ひ
て
御
霊
の
御
前
に
額
突
き
奉
り
て
、
禱
言
申
し
奉
る
。
今
も
去
前

も
豊
平
等
の
学
の
業
を
い
や
助
け
に
助
け
賜
ひ
、
い
や
奨
め
に
奨
め
給
ひ

守
り
幸
へ
給
へ
と
、
牡し

し
じ
も
の

鹿
成
膝
折
り
伏
せ
、
鵜う

自じ

物も
の

頸う
な

根ね

衝つ

き
抜
き
て
、

恐
こ
み
恐
こ
み
も
申
し
給
は
く
と
申
す
。

Ｈ
―「
を
ら
に
た
」は
虫
損
が
あ
る
が
、「
を
ら
に
た
」と
し
て
後
出
。「
を
ら
に
た
」

は
オ
ラ
ン
ダ
、「
か
ら
く
に
」は
外
国
の
意
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
黴
家
要
領
』

（
架
蔵
本
）
に
は
、【
十
四
】
の
全
文
が
「
黴
家
要
領
乃
後
迩
可
記
曽
布
留

詞
」と
題
さ
れ
て
巻
頭
に
置
か
れ
る（
全
文
万
葉
仮
名
）。
こ
の
中
で
は「
を

ら
に
た
」
は
「
遠
羅
你
陀
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

 

（
お
の
・
よ
し
の
り
）
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